
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０１９．０５ 

 

さあ、どっちでしょう? 

「答え」と言いたくなりますね。かつて、オウム真理教に入信した若者

たちの多くは、学力が優秀だったと言われています。そんな頭のいい人た

ちが、なぜ、カルト教団に入信したのか。それは、リーダーの松本智津夫

が答えを与えてくれたからだと言われています。理科系の勉強をしてきた

人たちには、特にその傾向が顕著だったそうです。 

１＋１＝２、答えは一つです。でも、人の悩みへの答えは、一つではあ

りません。１００人いれば、１００の答えがあるものです。怖いことは、

人に与えられた答えを、正しいと思い込んでしまうことです。 

大切なことは、「なぜ」そのことに頭を悩ませているのかということを自

分で考えることだと思います。このことが分からない、なぜなんだろうと

自らに問いかけることが、人を歩ませるのではないでしょうか。 

「学問」とは、「問いを学ぶ」ということでしょう。「問い」がはっきり

すれば、答えは、焦らずとも、自ずと導き出されるのではないでしょうか。 

さあ、最初の質問です。あなたにとって必要なのは、どっちですか？ 

               真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 
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